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町
が
好
き
、人
が
好
き
、み
ん
な
で
つ
く
る
町
が
一
番
好
き
 

ま
ち
の
宝
物
を
探
し
に
い
こ
う
！ 

　
　
鉱
物
・
和
泉
式
部
伝
説
・
温
泉
・
里
山
―
2
 

よ
り
安
心
、よ
り
便
利 

介
護
保
険
― 
10
 

街
か
ど
探
検
隊
・
カ
レ
ン
ダ
ー

―
１２  

こ
ん
に
ち
は
・
み
ん
な
の
広
場

―
１４ 

生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー
、
ほ
か

―
１６ 

国
保
だ
よ
り
、
ほ
か

―
１７ 

小
さ
な
美
術
館
、
ほ
か

―
１８ 
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夏
休
み
の
と
あ
る
一
日
、石
川
小
学
校

６
年
生
の
藤
沢
剛
く
ん
、大
島
万
奈
さ

ん
と
久
野
由
美
子
先
生
が
石
川
町
の
宝

物
を
探
し
に
出
か
け
ま
し
た
。 

　
石
川
町
の
宝
物
？
な
ん
だ
ろ
う
？ 

こ
の
夏
、最
高
の
暑
さ
の
中
、３
人
は
宝

物
を
探
し
に
町
中
を
元
気
に
か
け
巡
り

ま
し
た
。 

2 2005.10.012005.10.01
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え
っ
�
日
本
三
大
鉱
物
産
地
の
一
つ
？

　

石
川
地
方
は
、
岐
阜
県
苗
木
・
滋
賀
県
田
ノ
上
山
と
共
に
日
本

三
大
鉱
物
産
地
の
１
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

石
川
地
方
か
ら
採
れ
る
鉱
物
は
１
５
０
種
類
を
こ
え
、
中
で
も

結
晶
が
大
き
く
美
し
く
、
希
元
素
鉱
物
を
数
多
く
産
出
す
る
こ
と

で
世
界
的
に
も
有
名
で
す
。

　

現
在
、
石
川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
鉱
物
は
、

町
民
の
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
見
る
こ
と
の
出
来
る
鉱
物
た
ち
は
「
石
川
の
宝
物
」
で
す
。

▲和久観音鉱山跡　中はとても涼しいよ！

　

石
川
地
方
の
鉱
物
の
歴
史
を
知
る
上

で
忘
れ
て
い
け
な
い
の
は
、
現
在
の
学

校
法
人
石
川
高
等
学
校
創
立
者
で
あ
る

森
嘉
種
先
生
で
す
。
森
先
生
は
石
川
地

方
に
様
々
な
石
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、

学
校
の
授
業
で
使
う
標
本
作
り
の
た
め
、

山
や
川
な
ど
隅
々
ま
で
駆
け
回
り
、
熱

心
に
収
集
、
研
究
を
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
新
し
い
鉱
物
の
発
見
、
著
名
な

学
者
た
ち
の
研
究
に
よ
り
石
川
が
新
し

い
産
地
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ
る
事
と

な
っ
た
の
で
す
。

　

石
川
産
の
鉱
物
の
多
く
は
、
ペ
グ
マ

タ
イ
ト
（
巨
晶
花
崗
岩
）
か
ら
産
出
さ

れ
、
大
正
か
ら
昭
和　

年
頃
ま
で
約　

４０

５０

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
石
英
・
長
石

が
採
掘
さ
れ
、
見
事
な
結
晶
の
鉱
物
、

珍
し
い
鉱
物
、
希
少
な
鉱
物
を
採
取
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
現
在
は
、
安

価
で
良
質
な
も
の
が
輸
入
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
石
川
町
か
ら
次
々
と
鉱
山
が

消
え
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

鉱 　
物 
鉱 　

物 

▲歴史民俗資料館には、貴重な鉱物がいっぱい

▲キララちゃんは
　ムラサキ水晶か
　ら生まれたんだ

森嘉種先生

石川の地名がつけられた石

野木沢石

石川石
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石川町合併５０周年記念企画展

「石石石石石石川川川川川川町町町町町町のののののの石川町の鉱鉱鉱鉱鉱鉱物物物物物物鉱物１１１１１１５５５５５５００００００１５０展展展展展展展」を開催
　世界的にも珍しい鉱物標本はもちろん鉱物・岩石と人間のか
かわり、日本での原爆研究など貴重な資料など、実際に使用し
た道具や当時の写真なども展示します。
　また、テレビバラエティー「開運なんでも鑑定団」に出演し
た鉱物なども展示されます。ぜひこの機会に石川町の宝・鉱物
にふれてみましょう。
テーマ�　ペグマタイト鉱物標本
テーマ�　変成岩等鉱物標本
テーマ�　鉱物・岩石と人間のかかわりに関するする展示
　　・ 鉱物岩石加工品（陶磁器、須賀川ガラス、石鏃、古代ガ
　　　ラス）
　　・ 森嘉種および学校法人石川高等学校に関すること
　　・ 鉱物資源と採掘道具に関すること
　　・ テレビ東京「開運なんでも鑑定団」に関すること
テーマ�　日本における原爆の研究に関する展示
　　・ 日本軍原爆開発に関すること
　　・ 学徒動員によるウラン鉱採掘に関すること成分
　　・ 理化学研究所採掘目的鉱物に関すること

福島県石川町歴史民俗資料館
〒９６３－７８４５　福島県石川郡石川町字高田２００－２
　ＴＥＬ　０２４７（２６）３７６８
　http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/

▲学徒動員によりウラン
　鉱採掘がおこなわれま
　した

▲ウラン成分を含んだサマルスキー石 ▲採掘に使用された道具も展示

��������	
��
�


��������	
��
�


町長と一緒に出演し高評価をうけた
石や、その他番組に出演した石たち
もやってきます！

� � � � � � � �� � � � � � � � ��
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特　　集 FEATURE ARTICLES

　

石
川
町
は
貴
重
な
文
化
遺
産
に
恵
ま
れ

た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

と
り
わ
け
古
よ
り
口
か
ら
口
へ
と
語
り
継

が
れ
て
き
た
地
名
の
由
来
や
伝
説
な
ど
が

今
な
お
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に

因
ん
だ
俗
地
名
な
ど
が
現
在
も
私
た
ち
の

生
活
の
中
に
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
ひ
と
き
わ
光
彩
を
放
っ

て
い
る
の
が
平
安
時
代
の
女
流
歌
人
・
和

泉
式
部
の
生
誕
伝
説
で
す
。
伝
説
に
よ
れ

ば
和
泉
式
部
は
曲
木
の
長
者
、
安
田
兵
衛

国
康
の
一
子
・
玉
世
姫
と
し
て
こ
の
地
に

生
を
受
け
、
小
和
清
水
で
産
湯
を
つ
か
り

十
三
歳
に
京
の
都
に
上
る
ま
で
の
多
感
な

時
期
を
こ
の
地
で
育
ち
ま
し
た
。

　

曲
木
地
区
に
は
小
和
清
水
を
は
じ
め
式

部
ゆ
か
り
の
地
名
や
史
跡
が
残
っ
て
い
ま

す
。
安
田
兵
衛
国
康
の
住
居
金
子
舘
跡
、

同
じ
く
国
安
の
菩
提
寺
光
国
寺
、
式
部
の

功
徳
を
偲
ぶ
地
元
民
が
建
設
し
た
と
い
わ

れ
る
式
部
堂
、
そ
し
て
�
和
泉
式
部
�
と

い
う
小
字
（
地
名
）
そ
の
ほ
か
豊
富
な
伝

承
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
史
跡
は

今
な
お
そ
の
土
地
の
人
々
に
守
ら
れ
、
語

り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲光国寺にある式部堂

��������	
�

　和泉式部は、平安時代中期の女流歌人であり「和泉式部集」
正集・続集合わせて１,５４０首が集載されています。その中から
「捨遺和歌集」をはじめ多くの勅撰集に採られた歌は２４７首で、
女流歌人では最も多く、とりわけ恋愛歌において日本の和歌史
上抜群の名作を残しています。しかし、その生涯については未
だわからない部分が多いといわれています。

▲

県
の
名
水　

選
に
も
選
ば
れ
た
小
和
清
水
。

３０

　

飲
め
ば
声
が
よ
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

　式部が京の都に上るとき、この猫
啼の地で足をとめ、傍らに湧き出る
泉に櫛（くし）をひたし髪をとかし
て、しばし旅のつかれをいやしまし
た。その際櫛を置いた石と伝わるの
が櫛上げの石です。また式部は愛猫
をこの地に置き去り、猫が式部を偲
んで三日三晩啼きさけんだので猫啼
きの地名が生まれたとも言われてい
ます。

▲櫛上げの石

守
り
、
伝
え
る
曲
木
地
区

▲小和清水

和
泉
式
部
伝
説 

和
泉
式
部
伝
説 
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��������	��������	������������

▲きもちよさそう！入りた～い

　

石
川
町
は
恵
ま
れ
た
温
泉
郷
と
い
う
こ

と
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
ス
ピ
ー
ド
の

時
代
に
ゆ
っ
く
り
と
あ
た
た
か
い
人
々
と

温
泉
に
戯
れ
な
が
ら
静
か
な
時
の
流
れ
を

過
ご
す
。
最
高
に
贅
沢
な
時
間
で
す
。

　

昔
か
ら
、
こ
の
地
方
の
温
泉
は
「
二
、

三
日
入
る
と
た
い
て
い
の
病
気
は
回
復
す

る
」
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
九
百
年
の

歴
史
を
誇
る
母
畑
温
泉
は
、
湯
の
ラ
ジ
ウ

ム
含
有
量
が
東
北
一
、
神
経
痛
や
リ
ュ
ー

マ
チ
に
効
能
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
全
国
か

ら
多
く
の
湯
治
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ほ

か
に
も
和
泉
式
部
の
愛
猫
に
ま
つ
わ
る
伝

説
が
残
る
猫
啼
温
泉
、
和
風
で
落
ち
着
い

た
雰
囲
気
の
片
倉
温
泉
、
自
然
に
囲
ま
れ

た
癒
し
の
空
間
、
塩
ノ
沢
温
泉
と
そ
れ
ぞ

れ
個
性
的
な
光
を
放
っ
て
い
ま
す
。

��������	��������	

������������

　母畑をはじめとする温泉は昔から湯
治湯として親しまれ、２～３日湯に浸
かるとたいていの病気は回復すると言
われてきました。その理由は東北でも
有数のラジウム含有量にあります。
　微量のラドン（ラジウムの気体）に
は鎮静効果や循環器障害の改善、血圧
の低下、生殖器官の病気や更年期障害
の改善に効果があると言われています。
また、ラジウム泉のほとんどは低温で
長くお湯に浸かることが出来ます。体
温に近いぬるめのお湯に長い間身体を
浸しているうちに、皮膚や呼吸器から
ラドンが吸収され体調がよくなる。そ
んなところから「母畑の三日湯」とい
う言葉が生まれたのでしょう。

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������

�
�
�
�
�
�
�
�

����������
����������
����������

�
�
�

����������
����������
����������
����������

�
�
�
�

����������
����������
����������
����������
����������
����������

�
�
�
�
�
�

▲

猫
の
病
気
を
な
お
し
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す

温 　
泉 
温 　

泉 
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特　　集 FEATURE ARTICLES

「
石
川
町
で
一
番
標
高
が
高
い
と
こ
ろ
知

っ
て
る
？
」

「
わ
か
ん
な
〜
い
」

「
じ
ゃ
あ
行
っ
て
み
よ
う
か
」

　

夕
立
が
降
る
さ
な
か
中
田
の
二
本
ぶ
な

（
標
高
６
１
６
ｍ
）
へ
向
か
い
ま
し
た
。

途
中
の
デ
コ
ボ
コ
道
に
驚
き
な
が
ら
坂
道

を
登
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
こ
こ
だ
よ
」「
う
わ
ー
�
」
奇
跡
？　

そ
こ
に
は
大
パ
ノ
ラ
マ
が
�
と
ま
で
は
い

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
あ
そ
こ
が
学
校

の
あ
る
と
こ
ろ
」
な
ど
と
山
々
が
連
な
り
、

と
て
も
す
が
す
が
し
い
景
色
を
見
渡
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

二
本
ぶ
な
は
、
た
だ
自
然
に
出
来
た
場

所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
田
区
・
中
田
郷

活
性
化
委
員
会
・
中
谷
財
産
区
が
中
心
と

な
り
見
晴
台
や
遊
歩
道
を
整
備
し
た
り

山
々
の
案
内
図
設
置
、
植
樹
や
下
刈
り
な

ど
を
行
い
な
が
ら
こ
の
景
観
を
守
っ
て
い

ま
す
。
季
節
の
花
や
木
々
の
緑
、
そ
し
て

一
番
は
空
気
の
お
い
し
さ
、
こ
こ
か
ら
見

る
こ
と
の
で
き
る
自
然
や
人
々
の
思
い
も

美
し
い
石
川
町
の
宝
物
で
す
。

▲

い
ろ
い
ろ
な
山
が
見
え
る
ん
だ
ね

▲景色も空気もサイコー

里 　
山 
里 　

山 

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������

�
�
�
�
�
�
�

����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������
����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�����������

����������	
�����������	
�
　過疎化と高齢化の進む集落で、地域づくりの一環
として、里山（共有林）の再生と、炭焼きの技術、
民俗芸能の継承に取り組む。植樹、下草刈り、炭焼
き窯とその技術の復活、写真展や巨木認定など地域
資源の発掘、民俗芸能ささらの保存伝承等を実施。
地域の誇りと活力を生み出し、里山の文化と生活を
継承していくことを目的としている。
　また平成１６年６月に行われた里地里山の保全に取
り組む団体を表彰する「日本の里地里山３０」に選出
されている。

▲中谷第二小学校にある大竹式炭窯

▲

季
節
の
花
は
そ
の
場
所
で
見
る
か
ら
美
し
い
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▲

母
衣
旗
の
そ
ば
に
舌
つ
づ
み

▲左から、藤沢剛くん、大島万奈さん、久野由美子先生

　

暑
い
中
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
今
日

の
感
想
は
い
か
が
で
し
た
か
？

●
大
島
万
奈
さ
ん
…
私
た
ち
が
知
ら
な
い
、

全
国
的
に
も
有
名
な
も
の
や
場
所
が
た
く

さ
ん
あ
り
驚
き
ま
し
た
。

●
藤
沢　

剛
く
ん
…
温
泉
や
二
本
ぶ
な
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
と
素
敵
な
宝
物
が
あ
り
と

て
も
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

●
久
野
由
美
子
先
生
…
子
ど
も
達
が
、
地

元
の
こ
と
を
あ
ま
り
知
ら
な
い
ん
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
福
島
県
と
い
う
と
会
津
、
い

わ
き
、
磐
梯
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
地

元
に
あ
る
古
墳
や
土
器
、
温
泉
そ
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
々
な
ど
石

川
町
に
も
よ
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
地
域
の
よ
い
と
こ
ろ
や
自

慢
で
き
る
と
こ
ろ
は
み
な
さ
ん
も
知
っ
て

い
る
は
ず
で
す
。
ぜ
ひ
誇
り
を
持
っ
て
子

ど
も
達
に
伝
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

������
　今回、私たちが見つけたものは、ほんの一
部だと思います。きっと皆さんの家の周りや
いつも見慣れた風景の中にも宝物は眠ってい
ると思います。そしてこの宝物は、ふるさと
石川町をより魅力的にする宝石です。しかし
環境の変化や様々な条件が原因で輝くことが
出来ずになくなってしまうものかもしれませ
ん。
　今、私たちが美しいと思ったりなつかしい
と思えるものは、磨いたり大切にしたり伝え
たりすることで輝きを放つものばかりだと思
います。ぜひ皆さんも宝物を見つけそして輝
かせてみませんか？

▲ちょっと休憩、キララの初恋を食べました ▲大壇古墳群

宝
物
を
発
見
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介
護
保
険
で
は
、
利
用
者
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
に
支
払
う
利
用

者
負
担
分
が
一
定
の
上
限
額
を
超
え
た
と
き
、
申
請
す
る
と
こ
と
に
よ
り
そ
の
超

え
た
分
が
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
と
し
て
あ
と
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
を
決
め
る
た
め
の
上
限
額
の
一
部
が
平
成　
１７

年　

月
か
ら
見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

１０

　

こ
れ
に
よ
り
、
所
得
の
低
い
方
の
上
限
額
が
引
き
下
が
る
の
で
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

利
用
者
負
担
の
上
限
額
が
一
部
変
わ
り
ま
し
た

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
月
々
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
合
計
額
に
、

所
得
に
応
じ
た
利
用
者
負
担
上
限
額
を
設

定
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年　

月
か
ら
こ

１７

１０

の
利
用
者
負
担
上
限
額
の
一
部
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

世
帯
単
位
の
上
限
額
が
設
定
さ
れ
ま
す

　

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用
者
負
担

額
は
世
帯
単
位
で
設
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

同
じ
世
帯
に
複
数
の
利
用
者
が
い
る
場
合

は
、
世
帯
全
体
の
利
用
者
負
担
合
計
額
が

次
の
上
限
額
を
超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超

え
た
分
が
後
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

住
民
税
世
帯
非
課
税
の
方
は
、
所
得
に
応

じ
て
個
人
単
位
の
上
限
額
が
設
定
さ
れ
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
住
民
税
世
帯
非
課
税
の
段
階

区
分
で
は
、
そ
の
対
象
者
の
中
で
の
所
得

格
差
が
あ
っ
た
た
め
、
所
得
の
低
い
方
に

と
っ
て
利
用
者
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
所
得
格
差
を
見
直
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
所
得
の
低
い
方
に
と
っ
て
も
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

●
上
限
額
の
段
階
区
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

月
の
初
日
に
利
用
者
の
属
す
る
世
帯
主
お

よ
び
世
帯
員
の
、
同
日
に
お
け
る
課
税
状

況
な
ど
に
よ
り
判
断
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
利
用
者
負
担

①
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
利
用
者

負
担
（
特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

を
含
む
）

②
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
居
住
費
・
食

費
除
く
）

※
所
得
の
低
い
方
へ
の
居
住
費
・
食
費
の

軽
減
が
あ
り
ま
す
。（
次
頁
参
照
）

対
象
と
な
ら
な
い
利
用
者
負
担

①
施
設
で
の
介
護
保
険
給
付
以
外
の
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
者
負
担

②
福
祉
用
具
購
入
に
要
す
る
利
用
者
負
担

額
③
住
宅
改
修
費
に
要
す
る
利
用
者
負
担
額

※
そ
の
他
、
支
給
限
度
額
を
超
え
た
サ
ー

ビ
ス
費
用
に
つ
い
て
は
、
全
額
利
用

者
負
担
と
な
り
ま
す
。

よ
り
安
心
、
よ
り
便
利

平
成
１７
年
１０
月
か
ら 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
見
直
さ
れ
ま
す 

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用
負
担
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す 

平
成
１７
年
１０
月
か
ら 

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
見
直
さ
れ
ま
す 

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用
負
担
の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す 

平成１７年１０月から

利用者負担上限額利用者負担段階区分

世帯　37,200円一般世帯（下記に該当しない方）

世帯　24,600円住民税世帯非課税

個人　15,000円
・合計所得金額および課税年金収入額の合計が
80万円以下の方
・住民税世帯非課税で老齢福祉年金の受給者

新
区
分

個人　15,000円
世帯　15,000円

・生活保護の受給者
・利用者負担を15,000円に減額することで、生活保護の
受給者とならない場合

特　　集 FEATURE ARTICLES
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高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用
の
流
れ

１
い
っ
た
ん
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
利
用

者
負
担
分
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
支
払
い
ま
す
。

２
介
護
保
険
担
当
窓
口
に
次
の
必
要
書
類

を
提
出
し
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

支
給
の
手
続
き
を
し
ま
す
。

●
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
支
給
申
請
書

●
該
当
す
る
月
に
利
用
し
た
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
る
領
収
書
（
請
求
書
の
明

細
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
内
訳
が

確
認
で
き
る
も
の
を
添
付
す
る
こ
と
）

●
被
保
険
者
証

３
そ
の
後
、
市
区
町
村
に
よ
り
「
高
額
介

護
支
給
（
不
支
給
）
決
定
通
知
書
」

が
届
き
ま
す
。

※
領
収
書
な
ど
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
平
成　

年　

月
か
ら
支
給
申
請
は
初
回

１７

１０

の
み
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

申
請
し
て
か
ら
約
３
ヵ
月
後
に
町
か
ら

利
用
者
へ
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
個
人
単
位
で

支
給
さ
れ
ま
す
。
世
帯
合
算
分
個
人

の
負
担
割
合
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

主
な
支
給
要
件

●
同
一
世
帯
の
利
用
者
な
ど
が
、
該
当
す

る
月
の
初
日
か
ら
利
用
し
た
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
分
が
前
頁
の

上
限
額
を
超
え
た
場
合

●
ひ
と
つ
の
世
帯
に
複
数
の
利
用
者
が
い

る
場
合
は
、
全
員
の
利
用
者
負
担
分

を
合
算
し
た
額
が
前
頁
の
上
限
額
を

超
え
た
場
合

施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施　施 設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設 ササササササササササササササササササササササササササササササササ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビビ スススススススススススススススススススススススススススススススス をををををををををををををををををををををををををををををををを 利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利 用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用 しししししししししししししししししししししししししししししししし てててててててててててててててててててててててててててててててて いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる 方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方 へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ設 サ ー ビ ス を 利 用 し て い る 方 へ　

居居居居居居居居居居住住住住住住住住住住費費費費費費費費費費とととととととととと食食食食食食食食食食費費費費費費費費費費にににににににににに限限限限限限限限限限度度度度度度度度度度額額額額額額額額額額がががががががががが設設設設設設設設設設けけけけけけけけけけらららららららららられれれれれれれれれれまままままままままますすすすすすすすすす居住費と食費に限度額が設けられます
─ 特定入所者介護（支援）サービス費 ─

　平成１７年１０月から施設サービスの居住費と食費が全額自己負担になりますが、所得の低い方は居住費と食
費の利用者負担に上限額が設定されます。これにより所得の低い方は負担限度額までの支払いとなり、残り
は「特定入所者介護（支援）サービス費」として町から事業者に支払われます。「特定入所者介護（支援）
サービス費」を利用するには、申請して「介護保険負担限度額認定証」の交付を受ける費用があります。忘
れずに申請しましょう。
■対象となるサービス
　�介護老人福祉施設　　�介護老人保健施設　　�介護療養型医療施設
　�短期入所生活介護　　�短期入所療養介護　　�通所サービスは対象となりません。

■平成１７年１０月からの１人あたりの負担限度額（月額）

食　費
居　住　費

対　象　者
利用者負担
段階区分　 多床室

ユニット型準個室
および従来型個室

ユニット型個室

10,000円0円15,000円25,000円
・住民税世帯非課税の老齢福祉年金受給者
・生活保護受給者など

第１段階

12,000円10,000円15,000円25,000円
・住民税世帯非課税で合計所得金額および課税
年金収入額の合計が８０万円以下の方　など

第２段階

20,000円10,000円40,000円50,000円
・住民税世帯非課税で利用者負担第２段階以外
の方　など

第３段階

※利用者負担段階で決められた負担を適用すると生活保護の受給者となる方は、生活保護を必要としない状態となるよう、
利用者負担が軽減されます。

●
保
険
料
の
滞
納
に
よ
り
給
付
が
制

限
さ
れ
て
い
る
場
合
、
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
が
支
給
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ
た
利
用
者
負

担
分
を
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
支
払
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て

２
年
を
経
過
す
る
と
、
支
給
を

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�

��
�



取
材
し
ま
す
！ 

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を
役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
 

　
８
月
１５
日
、役
場
分
庁
舎
に
あ
る
「
平
和
の

像
」
を
囲
み
第
１０
回
石
川
町
民
平
和
祭
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
石
川
町
平
和
の
会
　
酒
井
光
巳
代
表
の
あ
い

さ
つ
、大
平
真
菜
美
さ
ん
・
善
晟
く
ん
姉
弟
ら
の

代
表
献
花
に
つ
づ
き
、ア
ウ
シ
ュ
ビ
ィ
ッ
ツ
平
和
博

物
館
長
　
小
渕
真
理
さ
ん
が
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、菊
地
隆
夫
さ
ん
が
「
笑
い
地
蔵
」
の
語
り
部

紙
芝
居
を
行
い
ま
し
た
。つ
づ
い
て
平
和
の
歌
や
献

詠
が
披
露
さ
れ
、最
後
に
矢
内
一
憲
さ
ん
、山
中
あ

ゆ
み
さ
ん
が「
核
兵
器
廃
絶
・
恒
久
平
和
の
町
宣
言
」

を
読
み
上
げ
式
祭
典
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

忘
れ
な
い
平
和
の
尊
さ 

第
１０
回
町
民
平
和
祭 

初
め
て
の
大
学
生 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

み
ん
な
で
楽
し
く 

０
才
〜
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

北
町
区
・
曲
木
区 

道
路
愛
護
で
表
彰 

　
８
月
２１
日
、石
川
文
化
幼
稚
園
で
み
ん
な
で
楽
し

く
０
才
〜
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ

ま
し
た
。 

　
石
川
町
出
身
、高
倉
真
理
子
さ
ん
が
代
表
を
つ
と

め
る
ア
ロ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
「
み
ん
な
で
一
緒
に
、

音
楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
わ
ら
べ
う
た
や
童

謡
を
中
心
に
親
し
み
や
す
く
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

音
楽
を
演
奏
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
子
ど
も
達
は

も
ち
ろ
ん
お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
も
歌
っ
た
り
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
か
ら
だ
を
動
か
し
た
り
と
会

場
全
体
が
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

ま
た
今
回
、ア
ロ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
で
は
、収
益

の
一
部
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
し
ま
し
た
。 

　
８
月
２２
日
か
ら
２６
日
の
５
日
間
、総
合
体
育
館

（
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
石
川
）で
第
１
回
カ
レ
ッ
ジ
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
合
同
合
宿
に
は
国
士
舘
大
学
を
は
じ
め
、全

国
大
学
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
で
し
の
ぎ
を
削
る
６
校
と
元

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
矢
内
浩
さ
ん（
石
川
町
出
身
）

が
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
つ
と
め
る
実
業
団
Ｎ
Ｏ

１
の
大
崎
電
気
の
選
手
や
コ
ー
チ
陣
、約
２
５
０
名
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
町
内
の
温
泉
や
旅
館
に
宿
泊
し
た
参
加
者
の
皆
さ
ん

は
、練
習
で
の
緊
迫
感
が
癒
さ
れ
る
石
川
町
の
人
情
味

に
触
れ
有
意
義
な
合
宿
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。 

　
８
月
２２
日
、町
長
室
へ（
社
）日
本
道
路
協
会
功

労
賞
を
受
賞
し
た
北
町
行
政
区（
瀬
谷
重
明
区
長
）

が
受
賞
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。 

　
北
町
区
で
は
、屋
敷
入
地
内
の
県
道
沿
い
に
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
サ
ル
ビ
ア
な
ど
千
本
を
婦
人

会
な
ど
の
協
力
を
得
な
が
ら
植
栽
を
続
け
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。 

　
ま
た
、８
月
２４
日
に
は
曲
木
行
政
区（
矢
吹

義
孝
区
長
）が
地
区
内
の
町
道
、県
道
の
環
境

美
化
活
動
が
認
め
ら
れ
福
島
県
道
路
愛
護
会

長
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 
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が
ん
ば
れ
！ 

　
世
界
大
会
　
全
国
大
会 

　
８
月
は
、石
川
町
の
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
次
々
と

世
界
大
会
、全
国
大
会
へ
と
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

�
第
１
回
全
世
界
ウ
エ
イ
ト
制
空
手
道
選
手
権
大
会 

　
ロ
シ
ア
・
モ
ス
ク
ワ
市
で
開
催
さ
れ
る
大
会
へ
極
真

館
福
島
支
部
よ
り
野
内
千
秋
さ
ん（
学
法
石
川
高
３
年
）

小
池
由
希
子
さ
ん（
安
積
黎
明
１
年
）が
出
場
。 

�
第
３４
回
全
国
中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会 

　
愛
知
県
豊
橋
市
で
行
わ
れ
る
大
会
へ
石
川
中
学
校
の

選
手
た
ち
が
、東
北
大
会
を
勝
ち
抜
き
、７
年
ぶ
り
３
回
目

の
出
場
。 

�
第
２１
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会 

東
京
の
国
立
競
技
場
で
行
わ
れ
る
大
会
へ
８０
Ｍ
ハ
ー
ド
ル
で

芳
賀
江
莉
さ
ん（
石
川
小
学
校
６
年
）が
出
場
。 
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10月 ●October
母畑レークサイド

町民グラウンド
石川共同福祉施設
中島病院
老人福祉センター

保健センター
保健センター

勤労青少年ホーム

沢田地区公民館
石川町共同福祉施設
中島病院

保健センター
保健センター
老人福祉センター

中谷地区公民館
野木沢地区公民館
山橋地区公民館
中央公民館

中島病院

陶楽炎祭２００５（～１６日）

県中地方石川町総合防災訓練
総合文化祭芸能祭（１３：３０～）
在宅当番医
心配ごと相談・結婚相談
（１０：００～）　　　　　　　
すくすく教室（９：３０～）
ひまわり教室・２歳児健診
（９：３０～）
ねんきん相談（郡山社会保
険事務所）（１０：００～）

沢田中学校学校祭（～２３日）
総合文化祭音楽祭（１６：３０～）
在宅当番医

１歳児健診（９：３０～）
３歳児健診（１３：００～）
心配ごと相談（１０：００～）

中谷地区公民館文化祭（～３０日）
野木沢地区公民館文化祭（～３０日）
山橋地区公民館文化祭（～３０日）
「石川の鉱物１５０展」記念講
演会（１３：３０～）
在宅当番医

�
�
�

�

�
�

�

�
�

�
�
�
�
�

�
�

�

�

14
15
16

17

18
19

20

21
22

23
24
25
26
27

28
29

30

31

11月 ●November

中央公民館ほか
歴史民俗資料館
ひらた中央病院
保健センター

中島病院

老人福祉センター

保健センター

保健センター

母畑地区公民館
中島病院

文化の日
総合文化祭総合展示会（～６日）
久野修男洋画展（～１２日）
在宅当番医
ポリオワクチン投与（１２：３０～）

在宅当番医
立冬
心配ごと相談（１０：００～）

ひまわり教室・２歳児健診
（９：３０～）
ＢＣＧ・３～４ヶ月児健診
（１３：００～）　　　　　　

母畑地区公民館文化祭（～１３日）
在宅当番医

�
�
�

�
�
�
�

�
�

�

�
�
�
�
�

1
2
3

4
5
6
7

8
9

10

11
12
13
14
15

石 川 町 1 0 ～ 1 1 月 の 主 な 予 定
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職
業
▽
会
社
員
で
す
。

今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

ピ
ア
ノ
に
は
ま
っ
て
ま
す

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

特
に
将
来
の
夢
は
な
く
、
今
を

大
事
に
し
て
い
ま
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
孫
が

８
人
に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出

５０

を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
３
月
に
結

３０

婚
、
葉
タ
バ
コ
、
酪
農
な
ど
で

生
計
を
た
て
て
い
ま
し
た
。
昭
和　

年
４５

ご
ろ
か
ら
は
現
在
の
大
井
製
作
所
の
前

身
で
あ
る
片
山
工
業
へ
夫
婦
で
勤
め
ま

し
た
。
道
路
や
機
械
が
発
達
し
て
い
な

い
時
代
、
家
の
周
り
の
木
を
切
り
、
苦

労
し
て
家
を
建
て
た
こ
と
が
思
い
出
に

残
っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
孫
と
一
緒
に

の
ん
び
り
生
活
し
て
い
ま
す
。

住所／北山字菅田

蕪木　聖和さん (７３歳 )
俊子さん (６８歳 )

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������
��������������

�
�
�
�

��������������
��������������
��������������

�
�
�

大字湯郷渡字米子平

添田　範子さん
（１９歳）

ど
ん
な
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
か

近
く
に
遊
べ
る
場
所
や
気
軽
に

買
い
物
で
き
る
施
設
を
作
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

最
後
に
理
想
の
タ
イ
プ
は

考
え
方
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、

や
さ
し
く
て
リ
ー
ド
し
て
く
れ

る
人
。
タ
レ
ン
ト
で
い
う
と
高
橋
克
典

で
す
。

次
回
は
、
添
田
さ
ん
の
紹
介
で

遠
藤　

秀
幸
さ
ん
で
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

聖
和
さ
ん　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
で
す
。

俊
子
さ
ん　

カ
ラ
オ
ケ
で
す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ

を
教
え
て
く
だ
さ
い

毎
年
行
わ
れ
る
母
衣
旗
ま
つ
り

は
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

毎
年
家
族
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
若

者
が
定
住
で
き
る
よ
う
企
業
誘

致
を
お
願
い
し
ま
す
。

添田　 夕 貴   ちゃん
ゆう き

平成１７年４月２２日生まれ

添田　 玲 美   ちゃん
れい み

平成１６年２月１４日生まれ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�


�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


（
北
山
字
羽
貫
田
）

（右）

（左）
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しゅう だん 
●サークル紹介コーナー● 第7回 あつ あたた 

◆あなたの故郷はどんな所ですか
　ニュージーランドの首都、政治、芸術、
文化の中心地ウエリントンです。
　ウエリントンは首都といっても都会で
はなく、緑の山と美しい海岸線に囲まれ、
アウトドアが盛んなとても美しいまちで
す。スポーツも盛んでラグビーやクリケ
ットなどが有名です。私もラグビーをや
っていました。
◆いつ、石川町に来ましたか
　平成１７年３月に来ました。
◆石川町の印象は
　お寺や田んぼが多く静かな感じがしま
した。学校や体育館、ほとんどの建物は
下足を脱いで上がるので、とてもきれい
です。また、駅や道路もごみが一つもな
くきれいです。
◆みんなに望むことは何ですか
　ニュージーランドの人たちは陽気でユ
ニークそしてフレンドリーです。ぜひ声
をかけてください。友達になりましょう。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ウ
エ
リ
ン
ト
ン 

た
ち
は
、
公
民
館
の
教
室
と
し

て
３
年
目
を
迎
え
た
楽
し
い
仲

間
で
す
。
き
り
絵
は
デ
ザ
イ
ン
カ
ッ
タ

ー
で
下
絵
を
切
り
抜
き
色
を
つ
け
ま
す
。

と
て
も
細
か
い
作
業
が
多
い
で
す
が
集

中
す
る
と
家
事
の
合
間
な
ど
、
時
間
を

お
し
ん
で
の
め
り
込
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

来
年
か
ら
も
、
独
立
し
た
サ
ー
ク
ル
を

作
り
続
け
て
生
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

覗
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

現
在
、
文
化
祭
に
向
け
て
自
分
の
守

り
本
尊
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
個
々
に

様
々
な
本
尊
が
あ
り
、
見
比
べ
な
が
ら

楽
し
ん
で
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
私

た
ち
の
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文
化
祭
総
合
展
示
会
日
程

時　
　
　
　

月
３
日（
木
）〜
６
日（
日
）

１１

場　

所　

中
央
公
民
館

連
絡
先　
【
事
務
局
】
竹
島

　
　
　
　
　
　

電
話
２
６
―
２
５
６
６

募 集 案 内 
みんなの広場では各コーナ
ーに登場していただける方
を募集しています。お気軽
にご連絡ください。 
　総務課広報広聴係 

126－2112　 

きり絵教室

�
み
ん
な
の
作
品
を
見
比
べ

�
細
か
い
作
業
は
集
中

私

境ノ内境ノ内

ジュシュアジュシュア　グズマングズマンさんさん
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前
回
は
外
槙
村
鎮
守
八
幡
宮
の
神
主
吉
田
津

之
守
が
、
新
屋
敷
村
か
ら
外
槙
村
に
引
越
し
す

る
に
当
た
っ
て
の
約
束
に
つ
い
て
、
小
松
ツ
ヤ

子
家
（
字
成
亀
）
文
書
を
読
ん
で
み
ま
し
た
。

そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
移
住
先
の
外
槙
村
の
強

い
立
場
で
す
。
津
之
守
の
移
住
は
本
人
の
願
望

で
あ
り
、
外
槙
村
の
承
諾
を
得
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

※

移
住
の
交
渉　

津
之
守
が
前
回
見
た
證
文
を
正

式
に
外
槙
村
に
入
れ
、
願
い
出
た
享
和
四
年

（
文
化
元
、
一
八
〇
四
）
二
月
の
前
年
、
同
三

年
九
月
に
外
槙
村
に
差
し
出
し
た
文
書
の
写
し

が
遠
藤
正
光
家
（
字
当
町
）
文
書
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
、「
こ
れ
ま
で
の
通
り
神
事
参
勤
並

び
に
氏
子
諸
祈
願
等
先
例
に
任
せ
、
神
役
怠
慢

な
く
あ
い
勤
む
べ
く
候
」
と
あ
る
も
の
の
、
前

回
で
見
た
箇
条
書
き
の
約
束
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
文
書
で
は
外
槙
村
が
納
得
せ
ず
、
前
回
文

書
に
あ
る
通
り
、「
惣
百
姓
（
年
貢
を
負
担
す

る
一
般
農
民
）
と
相
談
の
上
」
話
は
ま
と
ま
っ

た
よ
う
で
す
。

奉
行
所
へ
の
願
い
書　

外
槙
村
は
承
諾
し
ま
し

た
が
、
手
続
き
は
ま
だ
あ
り
ま
し
た
。
越
後
高

田
藩
浅
川
陣
屋
の
奉
行
所
の
許
可
で
す
。
小
松

ツ
ヤ
子
家
文
書
の
も
う
一
通
に
は
、

村
方
惣
百
姓
相
談
仕
り
、
家
内
四
人

（
津
之
守
一
家
）
外
槙
村
へ
引
き
取
り

申
し
た
く
、
願
い
上
げ
奉
り
候
、

と
あ
り
、
外
槙
村
人
別
帳
入
り
と
、
住
居
の
家

作
を
村
が
主
体
で
奉
行
所
に
願
い
出
て
い
ま
す
。

願
人
は
外
槙
村
惣
百
姓
代
の
常
吉
、
組
頭
三
人

と
庄
屋
大
沼
徳
左
衛
門
ら
の
村
役
人
と
、
大
庄

屋
の
根
本
八
左
衛
門
（
栃
本
）
で
す
。
こ
の
時

の
庄
屋
は
赤
羽
村
庄
屋
の
兼
帯
で
し
た
。

　

奉
行
所
の
許
可
が
下
り
、
津
之
守
一
家
は
外

槙
村
に
引
っ
越
し
ま
し
た
。
新
屋
敷
村
と
の
交

渉
は
史
料
が
な
く
、
不
明
で
す
。

編
纂
室
だ
よ
り 

98

　

石
川
町
中
央
公
民
館
の
子
ど
も
体
験
事
業
「
ぼ
く
も

わ
た
し
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」
は
、
８
月
６
日
（
土
）

小
中
学
生　

名
が
参
加
し
、
鉱
物
採
取
と
標
本
づ
く
り

２５

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
町
歴
史
民

俗
資
料
館
の
鉱
物
を
見
学
し
た
後
、
和
久
観
音
山
鉱
山

跡
の
見
学
と
ズ
リ
山
で
の
鉱
物
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

　

鉱
山
跡
で
は
保
存
会
の
方
か
ら
説
明
を
受
け
て
鉱
物

を
掘
っ
た
洞
窟
を
見
せ
て
も
ら
い
、
ズ
リ
山
で
長
石
や

石
英
な
ど
様
々
な
石
を
収
集
し
ま
し
た
。
子
ど
も
達
は
、

石
の
名
前
を
講
師
の
先
生
に
聞
き
な
が
ら
、
夢
中
で
拾

い
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

石
を
収
集
し
た
子
ど
も
達
は
、
講
師
の
先
生
か
ら
指

導
を
受
け
、
標
本
づ
く
り
に
挑
戦
。
収
集
し
た
石
は
、

長
石
・
石
英
・
雲
母
（
白
・
黒
）・
電
気
石
・
ざ
く
ろ

石
の
６
種
類
に
分
け
ら
れ
、
子
ど
も
達
は
そ
れ
ら
の
鉱

物
の
標
本
を
作
成
し
、
そ
の
出
来
栄
え
に
皆
満
足
し
て

い
ま
し
た
。

▲どんな石が採れるかな。

第7回

　健康志向の高まりで、雑誌・テレビなどでもい
ろんな情報を提供していますが、どの方法が良い
のか、選択する側の視点が大きなポイントになり
ます。あなたは自分の健康づくりのために、何か
やっていますか。
　高血圧・動脈硬化や糖尿病などの生活習慣病は、
普段の生活習慣に大きく影響していることはすで
のご存知のとおりですが、高血圧・動脈硬化や糖
尿病などの生活習慣病で薬を飲んでいる人に話を
伺うと、食事や運動について気をつけている人は
案外少ないように感じます。自覚症状がないのが
特徴なので、ついついいつものようにしているの
でしょうね。しかし、症状のない、この時期が実
は大事なのです。
　食事や運動についても、「何をどのようにした
らいいんだろう？」とわからない人は、薬も含め
て、お医者さんからしっかり説明を聞いて欲しい
と思います。薬を飲むことと同じくらいに大切に
なります。また、体重の方も、なるべく適正体重
に近づけるように…という気持ちで、日常生活を
活動的に取り組めたらと思います。
　これから食欲の秋、スポーツの秋、何か自分に
あったことを見つけて楽しみましょう。

�������

江
戸
時
代
神
主
の

　

居
住
地
変
更
手
続
き（
後
）

ぼぼぼぼぼぼぼぼぼぼくくくくくくくくくくももももももももももわわわわわわわわわわたたたたたたたたたたししししししししししももももももももももチチチチチチチチチチャャャャャャャャャャレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンジジジジジジジジジジャャャャャャャャャャーーーーーーーーーーぼくもわたしもチャレンジャー
「鉱物採取と標本づくり」
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納期
今月の

こんにちは
赤ちゃん

（平成１７年８月１日～８月３１日まで届出分　敬称略）

住 所保 護 者氏 名

相楽　 菜  智  （智　典・厚　子） 双　里
な ち

南條　 未  宇  （光　徳・明　美） 谷　地
み う

添　田　 樹  （正　好・沙　織） 南山形
たつき
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保険証の交換はお済みですか？ 

おくやみ
住 所　 氏　 名　

 永　沼　ケサヨ 湯郷渡
 鈴　木　善　美 板　橋
 吉　田　フ　サ 南　町
 相　樂　まさ子 双　里
 須　藤　芳　男 板　橋
 渡　邉　　　茂 南山形
 鈴　木　正　子 北　山
 近　内　ユ　キ 中　野

　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

二瓶　和彦（湯郷渡）・太田　美穂　　　　　

（岩手県北上市）　

三森　慎吾（下ノ内）・戸賀亜由美（中　田）

カップル誕生

　国民健康保険被保険者証の交換はされましたか？
有効期限が平成１７年９月３０日の保険証は使用できません。
至急、旧保険証をご持参のうえ役場窓口で交換をお願いし
ます。
　なお、旧保険証を紛失された方は、印鑑と身分証明書
（免許証等）を持参のうえおいでください。

保険証
　保険証は国保の加入者であるという証明書であり、お医
者さんにかかるときの受診券の役目をはたすものです。大
切に取り扱いましょう。

　家族の中に長期の旅行、
出張や就学などのため、一
時的に他の市町村に住む人
がいるときは、特別にもう
1枚保険証が交付されます。

もう1枚の保険証（◯学 ・◯遠 ）

・ 引き続き診療を受けると
きも、月が変わったら提示
してください。
・ 保険証が変わったときは、
必ず変わったことを伝えて
ください。
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正しくは
「国民健康保険被保険者証」といいます。



表紙の写真 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第223回  
　石川中学校 

施設の紹介  
　「生きる」「学ぶ」「育つ」をスローガンに、全校生５７８名が学習に運動に一生懸命取り組んでいま
す。特に部活動では、運動部・文化部とも全国大会・東北大会出場など日々のがんばりを発揮してい
ます。 

編集後記 
　今回「町の宝物を探す」を企画し
ました。宝物といっても具体的な場
所やものばかりではありません。季
節に行われるお祭や行事、その時
期しか見ることのできない景色や
花々、そして情熱的で一生懸命な
人々。みんなみんな石川町の宝物
だと思います。最後になりましたが
気温３５℃になろうかという猛暑の中、
大島さん、藤沢君、久野先生たいへ
んお世話になりました。（吉田知克） 

　水田に生える１年草で稲と伴に渡来した。除

草剤が使用されるようになる以前は代表的な

水田雑草の１つであった。現在でも水田の水

路などにも見られる。 

（写真提供／関根政信さん） 

　第一保育所に通う郷　琴里さん（右）平くん（左）
祖父の貫次さん祖母のハナヨさんです。 

表紙の 登場人物 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

コナギ（ミズアオイ科） 

【左上段】８月２１日開催された、山橋子どもマスつかみ
大会で子ども達の歓声が響きました。【右下段】８月１５日、
３年ぶりに花火大会が開催されました。あいにくの雨模
様でしたが多くの人たちが傘の花を広げ観覧しました。 

町の人口 

18,809人（－12） 

（  ）内前月比 

●9月1日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,179人（－  2） 
9,630人（－10） 
5,588戸（＋  3） 

ひ な げ し 
～石川中学校美術部～ 

私たちは印象派の有名な画家の絵を今までに３作品描きました。どの作品もみんなで力を合わせて一生懸命描いた力作です。 
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